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天文學を本來の姿へ蹄せ

（巻　　頭　　言）

　すべでの文化が獲達しつsあると同時に，だん々々其れがし專門化「しつs

あることは，果して良いことか，悪いことか？疑はれる鮎が多い．

　天文學も勿論“日進月歩”の姿であるが，其の“進歩”の内容は，要す

るに細かく分化し，受訴化し，叉，技術化する傾向のみが著しくて，一般の

民衆も，『天文學のこうした“進歩”は全く止むを得ないもの』と考へ，多

くのアマチュアも，結局共のLアマチュア■たることから脱却して，專：門家に

なりたがり，技術者の仲闇に入りfeがる傾向が見える．しかし，吾輩は思ふ

に，こうした」函嶺化，1は大きい誤りであると考へる・人生の文化要素として

存在する天文學は決して“せまく，深く”進むことのみが望車しいのでは

ないのであって，どこまでも，やはり，廣V・接醐面を一般の人生との間に持

つことを維持しなければならないと思ふ．

　どこの國の天文獲達史をしらべて見ても，大薄しから近世に至るまでは，

天文が常に哲學や，宗教や，藝術と密接な交渉を持ってるたのであって，：支

那などは天文が政治家や三皇者や精紳的指導者たちの必須學であった．從っ

て，天文の存在理由は實に大きいものであった．しかるに，・第十八世紀の頃

から，、欧洲にニウトンの力學論が盛んに流行す．るに至って，天文は甚だしく

数學的な專門の色彩を帯び，從ってアマチュアの追駆を許さなくなった．回

れと同時に，世界の交通が便利になったため，耳茸各地の特異な天文學が皆

西洋流の天文に統一されることになって四つた．故に，くり返して言ふやう
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であるが，今1薯の天文學といふものは，昔しの各地の多種多彩な天文に比べ

て甚だ軍調であり，二二技術的であり，無趣味であり，無味乾燥であり，狭

量であり，唯物的であり，排他的であり，“ぴとりよがザ’である．そして

此うした悪傾向を，内外共に，未だ誰も二三かす，しこれで良いものだ1と言っ

た風であるのは不思議と言はねばならない．

　今日のま曳に放任して置くと，例へば‘‘狼の美の問題”，“天罷宇宙の雄

大感”，‘㌧｛ビロンの天文宗教”，“古代エヂプトの文化内容”，“東洋の古典思

想”，i、支那の政治哲學”，“インドの二二思想”，“ギリシャ藝術の背景”等

々々の多くの問題が，現代の天文家たちには，全く無縁のものとして顧みら

れす，だからと言って，天文家以外の，誰もが叉，やはり，之駒）重大な問

題を取り上げるべく無資格のものであることを暴露するのである・

　吾輩は，先般，暫く朝鮮と満洲と北支の各地を族行して見て，此の感を一

暦深くした次第である．二二にも，京城にも，開城にも，李壌（三線遺跡）に

も，奉天にも，北1トにも，旧記にも，高州にも，至る所，天文を機縁として

開かれた人間文化の跡があり，尚ほ，鱈に逝去の事蹟のみならす，將來の文

化要素中にも，亦，天文に期待すべき鮎の暗示を多く見た．

　一面今日の學術系統に於いて，天文學が，大回の理學部の一三餐分にのみ

含まれてみるのが攣態であって，事實は，文學部にも，農學部にも，工學部

にも，法學部にも，三三二部にも，皆，天文は何等かの交渉があるのである

から，むしろ，一つの猫立三部としてL天：文學部「を置くか，叉は軍科大農と

してし天：文大學「といふInstitutionが設けられても，少しも差し支へ無い

のである・世界中の人が此の野iに殆んど未だ氣付いてみないのは，けだし現

代のt（奇槻”であるといひたい・

　今H，既に天文家として立ってるる専門家たちは，もはや，こうした圃尽

しπ高山になりきってみるのであるから，止むを得ないのだろうが，願はく

は，ひろいプマチt’ア諸君の申には，現代の天文の狭い型に囚はれないで，

常に自由な見地から古今の文化紐織を見なほし，本來の天文學が，正にある

べき形を卒直適確に認識して，花やかなる天文文化の再建設を志して貰ひた

V・もα）である．（山本）


